
　性を3つの視点で考えると様々なタイプがあります。
①からだの性（生物学的な性）： 生物学的な体の特徴が男性か女性か
②こころの性（性自認）： 自分の性をどのように認識しているか
③恋愛対象（性的指向）：恋愛感情や性的な関心がどの性別に向いているか

●ほんとうはたくさん

　性自認や性的指向は、自分の意思で選んだり変えたりできるもので
はありません。性的マイノリティの人権問題に関する社会の理解はま
だ十分に進んでおらず、差別や偏見が存在する中、多くの当事者が生
きづらさを感じています。誰もがありのままでいられる
社会をめざしたいですね。

●生きづらさをなくすために

　「生物学的な性」と「性自認」が一致している人や、「性的指向」が
異性に向いている人が多数派とされる一方で、これらにあてはまらな
い性的マイノリティの人がいます。

●いろいろな個性

L
レズビアン

女で女が好きな人

Ｇ
ゲイ

男で男が好きな人

Ｂ
バイセクシュアル
好きになる人の
性別は関係ない人

Ｔ
トランスジェンダー
心と体の性別に
違和感を持つ人

性はいろいろ、 人それぞれ

きづらさを感じています。誰もがありのままでいられるきづらさを感じています。誰もがありのままでいられる

　ひとりで抱え込まずに心の重荷をおろしてみませんか。
問合　大阪府人権相談窓口（ 06－ 6581－ 8634
　 06－ 6581－ 8614　{so-dan@jinken-osaka.jp）

●今、悩みや不安を感じている人へ

　性別にとらわれずに誰もが自分らしく生きることを認め合える社会
をめざして、いわゆる「LGBT」と呼ばれる性的マイノリティ（少数者）
について知ることから始めてみませんか。
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昭
和
23
年
に
国
連
で
「
世
界
人

権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
て
、
毎
年
12
月
４
日
〜
10

日
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
全

国
的
に
人
権
意
識
を
高
め
る
た
め

の
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
で
も
人
権
を
守
る
作
品
展
や

特
設
人
権
相
談
、
人
権
を
考
え
る

市
民
の
集
い
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

場
所
　
マ
ド
カ
ホ
ー
ル
（
荒
木
町

１
丁
目
）

問
合
　
人
権
・
男
女
共
同
参
画

課
人
権
推
進
担
当
（

423
・
９

５
６
２
）

障
害
者
を
取
り
巻
く
課
題
へ
の

理
解
を
深
め
、
障
害
者
が
社
会
の

様
々
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
社
会

づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

●
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
　
12
月
４
日
㈪
午
後
4
時

場
所
　
ラ
パ
ー
ク
岸
和
田
（
春
木

若
松
町
）、ト
ー
ク
タ
ウ
ン
（
土

生
町
2
丁
目
）

●
ふ
れ
あ
い
作
品
展

市
内
の
支
援
学
級
・
支
援
学
校

の
児
童
・
生
徒
や
障
害
者
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
６
日
㈬
〜
８
日
㈮
午

前
9
時
半
〜
午
後
5
時
（
最
終

日
は
午
後
2
時
ま
で
）

場
所
　
マ
ド
カ
ホ
ー
ル
（
荒
木
町

1
丁
目
）

問
合
　
障
害
者
支
援
課
障
害
福
祉

担
当
（

423
・
９
４
４
６
）

拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て

関
心
と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
　
岸
和
田
警
察
署
（

439
・

１
２
３
４
）

12月4日～10日は人権週間
みんなで築こう　人権の世紀
～考えよう　相手の気持ち
未来へつなげよう　違いを認め合う心～

今
回
は
、
障
害
者
就
労
支
援
員
が

日
々
の
仕
事
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

を
紹
介
し
ま
す
。

働
く
こ
と
の
意
味

自
分
に
と
っ
て
働
く
こ
と
は
ど
ん

な
意
味
を
な
す
か
、
改
め
て
考
え
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

恐
ら
く
生
活
の
た
め
と
答
え
る
人

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
そ
う
答
え
ま
す
。
綺
麗
ご
と
で

は
な
く
、
衣
食
住
を
確
保
す
る
た
め

に
働
い
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

し
か
し
、
障
害
者
の
就
労
支
援
に

携
わ
る
中
で
、
日
々
仕
事
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
が
、「
お
金
を

も
ら
え
た
ら
何
で
も
よ
い
」
と
思
っ

て
い
る
人
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な

く
、
よ
ほ
ど
意
志
の
強
い
人
で
な
い

と
お
金
の
た
め
だ
け
に
働
き
続
け
る

の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維

持
で
き
ず
、
働
く
喜
び
を
感
じ
る
こ

と
も
で
き
な
く
て
、
そ
の
仕
事
を
辞

め
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

人
を
輝
か
せ
る
も
の

何
が
人
を
輝
か
せ
る
の
か
を
考
え

た
と
き
に
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
「
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
」
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

必
要
と
さ
れ
て
働
く
こ
と
で
、
作

業
が
そ
の
人
に
と
っ
て
の
「
仕
事
」

と
な
り
、
職
場
が
「
居
場
所
」
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
で
の
役
割
を
持
つ
こ

と
で
、
自
尊
心
が
生
ま
れ
、
そ
の
人

が
輝
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

必
要
と
さ
れ
る
人
材
に

私
た
ち
支
援
員
は
、そ
の
人
が「
必

要
と
さ
れ
る
人
材
」
と
な
る
よ
う
に

支
援
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
本
人
に
必
要
な
こ
と
は

「
自
分
の
障
害
と
向
き
合
い
、
社
会

に
適
応
す
る
た
め
の
課
題
を
捉
え
、

補
う
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
」
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
自
ら
解
決
で

き
る
課
題
は
自
分
で
解
決
し
、
そ
れ

で
も
残
る
課
題
は
、
企
業
の
合
理
的

配
慮
に
よ
り
補
う
こ
と
も
考
え
る
。

企
業
は
、
本
人
と
向
き
合
い
、
理
解

し
、
障
害
に
配
慮
し
て
働
き
や
す
い

環
境
を
作
る
姿
勢
が
必
要
と
な
り
ま

す
。本

人
の
努
力
と
企
業
の
努
力
、
ど

ち
ら
か
だ
け
で
は
難
し
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
人
が
そ
の

職
場
、
そ
の
作
業
で
必
要
と
さ
れ
る

環
境
と
な
る
よ
う
、
私
た
ち
支
援
員

も
一
緒
に
考
え
、
そ
の
人
の
力
を
生

か
す
職
場
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま

す
。お

互
い
の

努
力
が
あ
れ

ば
、
障
害
者

が
社
会
で
よ

り
一
層
活
躍

で
き
る
の
で

は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

障
害
者
支
援
課

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
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ヒューマン　サークル

人の輪

「
だ
れ
も
が
尊
厳
を
持
ち
　

自
立
を
支
え
合
い
　
共
に

生
き
る
社
会
」
を
目
指
し
て

12
月
３
日
〜
９
日
は

障
害
者
週
間

12
月
10
日
〜
16
日
は

北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間

12
月
４
日
〜
10
日
は

人
権
週
間

人
権
の
窓
253

働
き
続
け
る
た
め
に




